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2016–2017 年に世界を席巻した H5 亜型高病原性	
鳥インフルエンザウイルス










H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスから中国において新しく派生した H5N6 亜型




スは 2016 年 10 月に再びヨーロッパに出現して、ヨーロッパ全土、中近東、南アジアのインド
及び東アジアの韓国に広く拡散した。同じ時期に 2 種類の異なる高病原性鳥インフルエンザウ
イルスが地球規模に分布した。
キーワード：高病原性鳥インフルエンザ、H5 及び H8 亜型ウイルス、ヨーロッパ、中東、極
東
はじめに
1996 年に中国で出現した H5N1 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスは、ユーラシア大
陸からアフリカ大陸まで拡散してしまい、様々な N 亜型の H5 亜型ウイルスを出現させながら、
未だに多くの地域で猛威を振るっている 1,2）。人獣共通感染病病原体としての脅威も一向に衰
えていない。一方、2014 年 1 月以来 2 年間、韓国、台湾、日本等の東アジアでは、中国に出
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1997 年に出現して以来、各国で猛威を振るい続けている H5N1 鳥インフルエンザウイルス
に変異の起きていることは、2009 年頃から中国国内の市場等で、様々な N 抗原を持つ H5 ウ
イルスが分離されることから知られていた。H5N6 及び H5N8 ウイルスがその代表例である。
中国政府の公式発表では、2014 年 9 月に H5N6 ウイルス感染による高病原性鳥インフルエ
ンザが、中国の国内各地で広範に突然多発したことになっているが（第 3 図）、発生状況から
その信ぴょう性は薄く、すでに数年前には、H5N1 ウイルスから派生した H5N6 ウイルスは中
国国内に出現しており、2014 年 9 月時点では、中国国内にこのウイルスは広く拡散していた
と考えるのが妥当と思われる状況である。すなわち、その時点では、第 3 図のとおり中国国内
各地で飼育されていた多くの家きん類は本ウイルスに感染しており、その影響を受けて、人へ
の本ウイルス感染発病事例も 2014 年 3 月に発生したと考えられる 13）。また、2014 年 9 月以前
にこのウイルスは国境を越えて、ベトナムやラオスのようなインドシナ半島諸国に侵入し、同
年 3 月以降にこれらの国々の家きん類で発生を起こした 14）と考えるのが妥当である。











韓国における H5N6ウイルス感染による深刻な被害（第 2 図）
2016 年 10 月下旬、韓国中西部に飛来した渡り鳥の糞から、高病原性の H5N6 ウイルスが分
離され、さらに全羅北道益山市でも 11 月には野鳥の糞から H5N6 ウイルスが分離された。ほ
ぼ同じ頃に、全羅南道で養鶏場及びあひる農場で本ウイルス感染による高病原性鳥インフル
エンザが発生している。その後、韓国における高病原性鳥インフルエンザ（H5N6）の発生が、
養鶏場及びあひる農場で続発し、韓国のほとんどの地域で発生が確認された。2017 年 1 月には、
ヨーロッパで多発していた高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）の発生も加わり、4 月 10 日現












想定して、H5N6 亜型ワクチンの早急な開発を 2016 年 12 月に決定した 17）。
また、韓国政府は、高病原性鳥インフルエンザ防疫対策に効果を上げている日本の国及び地
方行政機関、生産現場を 2016 年 12 月末に視察して、本病防疫対策確立に努めている 18）。
今回の韓国における高病原性鳥インフルエンザ（主として H5N6）発生の特徴は、




2016 年秋季からヨーロッパに拡散して大きな被害を与えている H5N8 ウイルスが、2016 年
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12 月に京畿道の安城川の野生鳥類の糞から検出されて以来 2017 年 1 月から、多くの家きん農
場でこのウイルス感染による発生が起きている事にも注目しておく必要がある。







感染あるいは殺処分を受けた。アメリカでの大発生は、2015 年 5 月に終息した（第 4 図）21）。
ヨーロッパでは、前述したように 2016 年 10 月以降、再び H5N8 ウイルスが出現した。10






しかし、チリでは 2002 年 5 月に同国の養鶏場に高病原性 H7N3 鳥インフルエンザウイルスが
侵入した事例がある 23）。
日本国内に侵入した H5N6ウイルスによる高病原性鳥インフルエンザの養鶏場及び
あひる農場での発生（第 5、6 図、第 1 表）11,12）
北及び東日本における発生
2017 年 4 月 10 日現在、今冬、12 か所の養鶏場又はあひる農場で鳥インフルエンザ発生が起
きた。




11 月 29 日には、新潟県では県北の採卵養鶏場で本病が発生し、さらに翌日には、約
























西日本の養鶏場も被害を被った。2016 年 12 月以降、西日本に隣接する中部地方の岐阜県以
西では、2017 年 4 月 20 日現在 5 件発生している。先ず、12 月 19 日に、九州の宮崎県川南町
のブロイラー農場（12 万 2 千羽飼育）で発生した。川南町は国内有数の大養鶏地帯であるため、
他の養鶏場が被った経済的な影響は大きかった。他養鶏場へのウイルス拡散も心配されたが起
きなかった。この宮崎県における発生と隣県の鹿児島県出水市での越冬中のツル等の渡り鳥で
の高病原性鳥インフルエンザ（H5N6）が 2016 年 11 月中旬から続発していたが、それらの発
生との関連性について検討する必要がある。
福岡県に近い有明海に面した大牟田市に隣接する南関町の採卵養鶏場でも、12 月 27 日に発
生した。発生鶏舎はウインドレスである。宮崎県の発生同様、鹿児島県出水市でのツルの発生








2017 年 1 月 24 日、再び宮崎県の川南町に近い木城町のブロイラー養鶏場で発生が起きた。
約 17 万羽飼育されている養鶏場である。付近には約 100 軒の養鶏場があるためこの地域に大
きな被害を与えた。宮崎県は川南町での発生の防疫対応終了後も終息宣言をせず、警戒を強め
ていた矢先の発生であった。
九州では、さらに 2 月 4 日に佐賀県杵島郡江北町で発生が続いた。合計 7 万 1 千羽飼育して
いるブロイラー養鶏場が被害にあった。当該養鶏場では、2 月 4 日に死亡羽数が総数で 50 羽
を超えたため佐賀県に通報した。
国内の養鶏場での鳥インフルエンザ発生のまとめ


















野鳥及び動物園展示鳥類での発生（第 6 図、第 2 表）11）
北及び東日本における発生 
2016年
2016 年 11 月以降、2017 年 4 月始めまで、200 事例以上にも及ぶ多数の野鳥及び動物園展示
鳥類等 H5N6 ウイルス感染発病事例が全国各地で起きている。担当省庁である環境省の情報で
は、合計 211 事例に達している（2017 年 4 月 14 日現在）。
先述のように、秋田市内の動物園ではコクチョウが、2016 年 11 月 15 日に、高病原性鳥イ
ンフルエンザ（H5N6）に罹患したと診断されたが、国内での初発事例であった。同園内で展





























とが推測された。1 月 14 日に発生した岐阜県の養鶏場での鳥インフルエンザとの関連性が疑
われた。
西日本においても発生が続いた。まず、韓国での渡り鳥の糞から H5N6 ウイルスが分離され
て間もない 11 月 6 日に、著者らが鳥取市郊外の池で採取したオナガガモの糞から本ウイルス
が分離された。同じ池から 15 及び 18 日にも本ウイルスは分離されている。米子市水鳥公園で
越冬を始めていた 2 羽のコハクチョウが 11 月 20 日に本ウイルス感染により死亡した。山口県
では、1 月に入り、山口市で死亡しているホシハジロから本ウイルスが分離されている。島根
県でもホシハジロから分離されている。
兵庫県播磨地方の小野市においても、11 月に採集したカモ類の糞から H5N6 ウイルスが分
離された。2017 年に入り、西宮市ではキンクロハジロ、伊丹市では公園で飼育されている複
数のコブハクチョウが被害を受けた。京都市では、12 月 22 日に競馬場内の池で飼育されてい
た 7 羽のコブハクチョウが罹患して死亡する事件が起きている。
九州では、1 万羽以上の多くのナベヅルがマナヅルとともに飛来して越冬する鹿児島県出水
市においても、11 月 14 日に越冬を始めたナベヅル等のねぐらの水田の水から本ウイルスが分













2010–2011 年にも全国的な H5N1 ウイルス感染が野鳥間でも発生したが（第 7 図）、発生状
況は必ずしも同じではない。今回は、前回同様西日本では渡り鳥が国内に飛来した直後から、
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第 1表　高病原性鳥インフルエンザ（H5N6) 発生農場の概要	2016.11 ～ 2017.3
発生場所 鳥の種類 周辺環境 従業員等 飼養衛生 野生動物等対策
死亡鶏	
の処理







新潟 採卵 同上 ― ― 同上 ―
青森 あひる 付近の水田にカモ ― ― 小型野鳥侵入 ―
北海道 採卵 ― ― ― 小型野鳥侵入 ―
宮崎 肉用 付近の池にカモ ― ― 小型野鳥侵入 ―
熊本 採卵 付近の池にカモ ― ― 鶏舎側面に隙間 ―






































































Panzootic Occurred by H5N6 and H5N8 Subtypes Highly 






Appearance of such genetic reassortants as subtype H5N6 and H5N8 highly pathogenic 
avian influenza (HPAI) viruses derived from H5N1 one have already confirmed in China by 
2014 and then they crossed to another country soon. Especially subtype H5N8 HPAI viruses 
spread world-widely. In January 2014, H5N8 virus appeared in South Korea and spread from 
the Far East to Europe and North America by migratory waterfowl by autumn of the same 
year. Between November 2014 and May 2015, more than 45 million poultries kept in United 
States of America were influenced and had to be culled. H5N8 viruses appeared again in 
Europe in late autumn 2016. Not only almost all Europe countries but also the Middle East 
and Southern Asia were invaded by H5N8 viruses and poultry industries of these countries 
were caused severely damage. On the other hand, H5N6 viruses invaded only the Far East 
such as South Korea, Japan and Taiwan, and China in autumn 2016. Especially poultry 
industry of South Korea received quite big damage by infection with H5N6 viruses; near 40 
million poultries were killed or culled. In Japan, many affected migratory and resident wild 
birds with H5N6 virus were observed throughout this country. Many chickens and ducks kept 
in the farms located all over this country were also affected with H5N6 virus infection. Threat 
of a few kinds of subtype H5 HPAI viruses seems to continue distributing world-widely at 
least another several years.
Keywords: Highly pathogenic avian influenza virus, Subtypes H5N8 and H5N6, Europe, 
the Middle East, the Far East
